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【目的】当研究室では天然物の基礎化学的研究の一環として沖縄県産植物グミモ
ドキの成分研究を行っており、これまでに同植物の葉部および材部より新規ジテ
ルペン類を単離しその化学構造を決定した。今回更に分離精製を進め下図に示す
新規骨格を有するノルジテルペン 1 および新規ジテルペン 2-4 を単離、構造決定
したので報告する。 
【方法・結果】グミモドキの乾燥枝 14.5 kg をメタノールで抽出し常法に従い溶
媒分配を行い、ジクロロメタン可溶画分 39.1 g を得た。続いて、この画分を各種
カラムクロマトグラフィーを用いて分離、精製し化合物 1-4を得た。これら新規化
合物はＮＭＲ等各種分析スペクトルを検討し、1においては新規骨格を有する構造
であると推定されたので、Ｘ線結晶構造解析により、その化学構造を確認した。 

 
 

 
 

図、新規ジテルペン類 1-4の構造および 1の結晶構造 


